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１．組織の概要及び対象範囲

　１）事業者名及び代表者名

飯干工業株式会社

代表取締役　　　飯干　健一

　２）所在地

本社事業所 〒882-1102 宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方577番地29

資材置き場 〒882-1102 宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方577番地4

　３）環境管理責任者及び事務局及び連絡先

ＥＡ－２１　責任者　：　土木事業部　飯干　健一

ＥＡ－２１　事務局　：　土木事業部　飯干　秀夫

連絡担当者　：　飯干　健一　　　　（ＥＡ２１責任者）

ＴＥＬ　0982-72-4302 ＦＡＸ　0982-72-4850

Ｅ-meil ：　iihoshi.kgk.khu@feel.ocn.ne.jp

　４）事業創立年月日　　 昭和　61年　10月　20日　〔創立から　37年〕

　５）事業活動の内容

建設業（土木工事業、舗装工事業、とび・土工工事業、水道施設工事業）

　６）事業規模

　７）推進組織図

   

　８）対象範囲・・・〔全組織・全活動〕

組織 本社事業所、資材置き場

活動 (５)事業活動の内容全て

レポート対象期間 表紙に掲載

レポート発行日　 表紙に掲載

Ｐ－３

工事部門
都　俊作

総務部門
佐藤　千穂

敷地面積 ｍ２

代表者（社長）
飯干健一

項目

EA-21事務局
飯干　秀夫

従業員数

823 823 823

工事件数 件

単位

EA-21責任者
飯干　健一

人

2017年　7月改定

床面積 ｍ２

2023年

7

9

383

2020年 2021年 2022年

9 6 5

823

9 9 9

383 383 383



  飯干工業株式会社は、地球環境問題が優先課題と位置付けて、
当社の事業活動のあらゆる分野で、積極的に環境負荷の低減に
取り組み、地域・社会に貢献します。

１． 当社は、事業活動を通じて、環境経営マネジメントシステムを構築し、
      環境目標・環境経営計画を定め、継続的な改善に努めます。

２．当社は、環境関連の法規則、および当社が同意するその他の要求事項を
　　遵守します。

３．当社の事業活動に於いて、環境負荷を軽減するために次の事項を優先的に
　　取組みます。

　 ① 重機・ダンプトラック・車両等の燃料使用量の削減による二酸化炭素排出量の削減

 　② 事務所・現場における電気使用量削減による二酸化炭素排出量の削減

　 ③ 事業活動工程から排出される廃棄物の削減　　

　 ④ 事務所での節水活動による水使用量の削減

    ⑤ 環境に関する工法研究会等に積極的に参加し、環境に配慮した施工方法や

　　　材料等の提案に努めます。

４． 環境保全に関する啓蒙・啓発と、地域での社会貢献活動に努めます。

5． 多種多様な工種に対応できる、人材育成の推進に努めます。

この環境経営方針は、当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示します。

 

　2012年3月19日制定

飯干工業株式会社

代表取締役社長　　飯干健一
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環  境  経　営　方  針

　2020年4月1日改訂

　2017年7月31日改訂



３．環　境　経　営　目　標
当社の環境経営目標は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定いたしました。
なお、目標設定の基準は、２０１５年度～２０１７年度のデーターを使用しています。

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値
2015年4月～2018

年3月最高値

　2021年度
(2021年4月～
2022年3月）

　2022年度
(2022年4月～
2023年3月)

　2023年度
(2023年4月～
2024年3月)

事務所 18,538.3 18,074.9 18,019.3 17,963.6

現場 38,205.2 37,250.0 37,135.4 37,020.8

全社 56,743.5 55,324.9 55,154.7 54,984.4

*削減率％⇒ 2.5 2.8 3.1

事務所 10,655.6 10,389.2 10,357.2 10,325.3

現場 621.2 605.7 603.8 601.9

全社 11,276.8 10,994.9 10,961.0 10,927.2

*削減率％⇒ 2.5 2.8 3.1

事務所 4,652.5 4,536.2 4,522.2 4,508.3

現場 5,828.1 5,682.4 5,664.9 5,647.4

全社 10,480.6 10,218.6 10,187.1 10,155.7

*削減率％⇒ 2.5 2.8 3.1

事務所 1,469.5 1,432.8 1,428.4 1,423.9

現場 9,478.1 9,241.1 9,212.7 9,184.3

全社 10,947.6 10,673.9 10,641.1 10,608.2

*削減率％⇒ 2.5 2.8 3.1

全社 298.1 290.6 289.8 288.9

*削減率％⇒ 2.5 2.8 3.1

事務所 24.0 23.4 23.3 23.3
現場 0.0 0.0 0.0 0.0
全社 24.0 23.4 23.3 23.3

　　・第三次基準値を引き継ぎ新基準値として、削減率を2.5%  2.8%  3.1%で第四次の３ヶ年中期目標を設定した。

　　・電気のCO2排出係数は、2021(R03).1.7 公表・九州電力の調整後排出係数のメニューB 0.371(KG-CO2/KwH)を採用した。

    ・特に改訂ないが、化学物質のコメントを追加した。

※化学物質(ＰＲＴＲ制度対象化学物質)の使用、購入、保管、移動ともありません。

※二酸化炭素排出量は下記の係数に基づき設定した（　排出量（kg-CO2）　=　使用量(Ａ)×排出係数（B)　）

単位 使用量（Ａ)

購入電力 ｋＷｈ 0.371 （kg-CO2/kWh)

ガソリン Ｌ 2.32 （kg-CO2/L)

軽油 Ｌ 2.58 （kg-CO2/L)

４回以上/年

環境経営計画
の遵守

*2021.4.30　 改訂点

排出係数　　（B)　

Ｐ－５

環境経営計画
の遵守

環境経営計画
の遵守

②．環境ボランティア活動の
　　 　　　取組推進

全社 ４回 ４回以上/年

②．建設副産物再生率向上
　（リサイクル率向上） 現場 100%

環境経営計画を遵守し
リサイクルを向上する

４回以上/年

　　　　３．水資源使用量の削減

                          （m
3
）

４
有
益
な

環
境
活
動

①．環境配慮型製品・
　　　サービスの提供

全社
環境経営計画

の遵守

*2023.4.30　 改訂点

２
廃
棄
物
の
削
減

①．一般廃棄物の削減
                    (kg)

取組み項目
（目標項目）（単位）

実 施 区

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　（kｇ-CO2）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①電気使用量の削減
                     （kWh）

②ガソリン使用量の削減
  　　        　     （Ｌ）

③軽油使用量の削減
   　　        　　  （Ｌ）



４．環境経営目標の実績

２０23年度運用期間（４月～３月）の１年間の環境目標と実績〔達成状況〕は以下の通りです。　　

目標値は基準年度〔2015年度～2017年度の最大値〕の同期間の削減率とする。

※　購入電力のＣＯ２排出係数は、九州電力の調整後排出係数０．３７１(kg-CO2/kWh)を使用しました。

会社

事務所

現場

全体

④軽油使用量の
削減　3.1％

（Ｌ）

①電気使用量の
削減　3.1％

(kWh)

②ガソリン使用量の
削減　3.1％

（Ｌ）

事務所

現場

全体

現場

全体

遵守しました
研修会へ3  回参加

３．水資源使用量の
      削減　3.1％ 　（㎥） 事務所

２．廃棄物の削減
①一般廃棄物の削減
[基準年比3.1％削減]　　（ｋｇ）
　
②建設副産物再生率の向上
　　(リサイクル率向上 )

①事務所

②現場

23.3

４－②．環境保全活動の推進
①事務所周辺の清掃
②現場周辺の清掃
③環境ボランティアへの参加

４－①．環境型製品・サービスの
　　　　　　提供
①環境に関する研究会・講習会への
参加②環境配慮型工法の採用・提
案

環境経営計画
の遵守

会社 4回以上/年

会社

判定

54,984.4 51,084.0 107.6% 〇

  遵守しました
総排出量　　　48.6　ｔ
〔ﾘｻｲｸﾙ率　     84　%〕

〇

〇

140.1%

―

事務所 167.3%

601.9

10,927.2

4,208.0

2023年度目標値
(2023年4月～
2024年3月)

　2023年度実績
(2023年4月～
2024年3月)

達成率取　組　項　目

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　　（kｇ-CO2）

1,423.9 376.0 378.7% 〇

〇

×

10,325.3

5,647.4 5,700.0 99.1%

4,508.3 2,694.0 〇

14,151.0

〇

103.8%

14.3%

77.2%

93.2% ×25.0

9,841.0 93.3% ×

103.8%

△

125.0% 〇

― 〇

〔灯油、LPGを含む総排出量　52,179.6 kg-CO2  )

5回

288.9

環境経営計画
の遵守

206.2

Ｐ－６

9,184.3

10,608.2 10,217.0

9,943.0

〇

×

10,155.7 8,394.0 121.0%



５、環境経営計画と取組結果とその評価
２０２３年４月１日から～２０２４年３月３１日までの環境経営計画と取組結果は以下の状況です。

〔実施スケジュールは4月～3月までとする。〕

Ｐ－７

環　境　経　営　計　画 取組結果と評価

４
・
有
益
な
環
境
活
動

工事部

環境配慮型の重機を使用するよう徹
底している。又、騒音及び粉塵につい
ては測定器を使用するなどして、現場
状況を把握し対策を講じるよう努力し
ている。

工事部

〇

〇

３
・
水
使
用
量

【水資源使用量の削減】
①定期的な漏水点検
②雨水の貯留利用促進 水道の使用について、節水の意識が

周知されいる。

【環境型製品・サービスの提供】
①環境に関する研究・講習への参加
②環境配慮型重機等の利用
③騒音・振動・粉塵対策を講じての施工
④創意工夫による工期短縮

【環境ボランティア活動の取組推進】
①現場周辺の清掃活動
②環境ボランティアへの活動参加

地域住民等の要望・要請に応じ、ボラ
ンティア活動を取り組むことができ、今
年度は、小学生の登校の見守り活動
も行なった。

総務部

〇

コピー用紙に印刷する際は、両面印刷
や複数ページの集約印刷及び印刷前
の確認によるミスプリントの防止を徹
底して取り組むことができた。

現場で使用する資材に関して、余材を
出さないようこまめな発注を心掛け、
会社倉庫内の残材が減少するようの
に努めることが出来た。

総務部

【電気使用量の削減】
①不在箇所、昼休みなどの電気消灯
　の徹底
②空調温度の温度管理（設定温度
　遵守）
③エヤコンフィルターの定期清掃

【ガソリン使用量の削減】
①エコドライブの徹底
②効率の良い配車・相乗りの推進
③忘れ物等による折り返し運行の撲滅

【建設副産物のリサイクル向上】
①産業委託契約の履行
②混合廃棄物を分別しリユース・リサイク
ルの推進
③建設副産物の再資源化促進
④こまめな資材発注による残材防止

〇
〇

取組項目と活動内容

２
・
廃
棄
物
の
削
減

【一般廃棄物の削減】
①廃棄物の分別計量と記録
②詰め替え可能な製品使用の推進
③コピー用紙などの節減
④資材梱包材の業者持帰り依頼

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

工事部

取組結果

受注した工事の機械選定について、
使用台数や能力を検討し、現場条件
に沿った建設機械の燃料消費量を調
査して最適なものを考慮しながら、最
小台数での使用を続けて推進する。

現場作業者の労働環境改善により、
従来より電気の消費量が増加したが、
エヤコンの設定温度や不在時の消灯
等使用の抑制を図った。

【軽油使用量の削減】
①エコドライブの徹底
②重機の定期点検整備の実施
③作業規模に応じた建設機械の選定
④重機のフルアクセル抑制運動の推進

工事部

評価

〇

〇

推進責任者

総務部

今年度は、通勤車両を順次新しい低
燃費の車両に入れ替えたことにより、
ガソリンの消費を抑制することができ
た。

工事部

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇



６、次年度の環境経営計画及び環境経営目標

次年度（２０２４年度）の環境経営計画は、下記のとおり取組ます。
　また、８－２ページに、６－２．環境経営目標(第五次)を掲載しています。

〔実施スケジュールの終了がない場合は、年間の終了月までとする。〕

環　境　経　営　計　画

４
・
有
益
な
環
境

活
動

【環境ボランティア活動の取組推進】
①現場周辺の清掃活動
②地域ボランティア活動参加

工事部 ①随時に実施
②随時に実施

３
・
水
使
用
量

総務部
①4月～
②4月～

【水資源使用量の削減】
①定期的な漏水点検
②雨水の貯留利用促進

【環境型製品・サービスの提供】
①環境に関する研究・講習への参加
②環境配慮型重機等の利用
③騒音・振動・粉塵対策を講じての施工

①4月～
②4月～
③4月～

①4月～
②4月～
③4月～
④4月～

工事部

２
・
廃
棄
物
の
削
減

総務部

①4月～
②4月～
③4月～
④4月～

工事部

Ｐ－８

活動計画　(取組項目と活動内容) 推進責任者
実施

ｽｹｼﾞｭｰﾙ

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

総務部

①4月～
②6～9月
12～3月
③4月～

工事部

【一般廃棄物の削減】
①廃棄物の分別計量と記録
②詰め替え可能な製品使用の推進
③コピー用紙などの節減
④資材梱包材の業者持帰り依頼

【建設副産物のリサイクル向上】
①産業委託契約の履行
②混合廃棄物を分別しリユース・リサイクルの推進
③建設副産物の再資源化促進
④こまめな資材発注による残材防止

工事部

【電気使用量の削減】
①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底
②空調温度の温度管理（設定温度遵守）
③エアコンフィルターの定期的清掃

①4月～
②4月～
③4月～

【ガソリン使用量の削減】
①エコドライブの徹底
②効率の良い配車・相乗りの推進
③折り返し運行の撲滅

【軽油使用量の削減】
①エコドライブの徹底
②重機の定期点検整備の実施
③作業規模に応じた建設機械の選定
④重機のフルアクセル抑制運動の推進》

①4月～
②4月～
③4月～
④4月～



６－２、次年度の環境経営目標

当社の次年度環境経営目標(第五次)は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定いたしました。
なお、目標設定の基準は、２０２１年度～２０２３年度の実績データーを使用しています。

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値
2021～2023年度

の実績

　2024年度
(2024年4月～
2025年3月）

　2025年度
(2025年4月～
2026年3月)

　2026年度
(2026年4月～
2027年3月)

事務所 14,492.7 14,347.7 14,275.3 14,202.8

現場 46,315.8 45,852.6 45,621.1 45,389.5

全社 60,808.5 60,200.3 59,896.4 59,592.3

*削減率％⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 11,065.0 10,954.4 10,899.0 10,843.7

現場 5,055.0 5,004.5 4,979.2 4,953.9

全社 16,120.0 15,958.7 15,878.2 15,797.6

*削減率％⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 3,099.5 3,068.5 3,053.0 3,037.5

現場 6,329.0 6,265.7 6,234.1 6,202.4

全社 9,428.5 9,334.2 9,287.1 9,239.9

*削減率％⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 793.0 785.1 781.1 777.1

現場 11,330.0 11,216.7 11,160.1 11,103.4

全社 12,123.0 12,001.8 11,941.2 11,880.5

*削減率％⇒ 1.0 1.5 2.0

全社 231.9 229.6 228.4 227.3

*削減率％⇒ 1.0 1.5 2.0

事務所 102.0 101.0 100.5 100.0

現場 0.0 0.0 0.0 0.0

全社 102.0 101.0 100.5 100.0

　　・２０２１～２０２３年度の実績データを基準値として、第五次の３ヶ年中期目標を設定した。

　　・電気のCO2排出係数は、2023.12.22(R04.12.22) 公表・九州電力の調整後排出係数のメニューB 0.475(KG-CO2/KwH)を採用した

※化学物質(ＰＲＴＲ制度対象化学物質)の使用、購入、保管、移動ともありません。

※二酸化炭素排出量は下記の係数に基づき設定した（　排出量（kg-CO2）　=　使用量(Ａ)×排出係数（B)　）

単位 使用量（Ａ)
購入電力 ｋＷｈ 0.475 （kg-CO2/kWh)

ガソリン Ｌ 2.32 （kg-CO2/L)

軽油 Ｌ 2.58 （kg-CO2/L)

Ｐ－８－２

取組み項目
（目標項目）（単位）

実 施 区

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　（kｇ-CO2）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①電気使用量の削減
                     （kWh）

②ガソリン使用量の削減
  　　        　     （Ｌ）

③軽油使用量の削減
   　　        　　  （Ｌ）

２
廃
棄
物
の
削
減

①．一般廃棄物の削減
                    (kg)

②．建設副産物再資源化の
　　　向上（リサイクル率向上） 現場 91.6%

環境経営計画を遵守し
リサイクル率９５％を目指す

４回以上/年

　　　　３．水資源使用量の削減

                          （m
3
）

４
有
益
な

環
境
活
動

①．環境配慮型製品・
　　　サービスの提供

全社
環境経営計画

の遵守
環境経営計画

の遵守

*2024.5.1　 改訂点

排出係数　　（B)　

環境経営計画
の遵守

環境経営計画
の遵守

②．環境ボランティア活動の
　　 　　　取組推進

全社 ４回 ４回以上/年 ４回以上/年



当社の事業に関係する主な環境関連法規は、担当者が定期的にＷｅｂ（環境省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ環境基準・法令等）の
改定履歴や建設業協会等からのお知らせ等から年次の運用開始時に見直しと取り纏めを行ってます。
環境関連法規の遵守状況の確認と評価は、３ヶ月に１回実施し、「環境関連法規の取り纏め(兼)遵守評価表」に
記述しています。
確認の結果、違反及び監督官庁からの指摘も、地域住民からの訴訟もありませんでした。
尚、現場での遵守状況は、月１回の安全パトロールや会議等を通じて常に確認しています。

　　〔当社の主な環境関連法規と遵守状況は下記の通りです。〕
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守
該当工事なし

遵守
該当工事なし

遵守
該当工事なし

遵守

8.代表者による全体の評価と見直し結果(２０２３年度)

７．　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

工事着手する日の７日前までに必要事項を都道府県知事に届け出

再生資源利用省令

・定格出力7.5kW未満の業務用ｴｱｺﾝ等の簡易点検実施
　　(重機搭載のｴｱｺﾝを含む)

騒音規制法

分別解体、再資源化促進、再資源化により得られた資材の使用

ﾌﾛﾝ排出抑制法

大気汚染防止法

・再資源利用計画書・実施書の作成
・再資源利用促進計画書・実施書の作成

・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて85デシベル以下

主な法規名

廃棄物処理法

・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて75デシベル以下

振動規制法

建設ﾘｻｲｸﾙ法

・定期清掃、定期点検の実施
・法定検査(第11条)の実施

浄化槽法

遵守事項

委託契約の締結、マニフェストの交付

回収・照合確認（発行後B2,D票90日E票180日以内）
A表の5年間保管

2023年度の纏めが出来たら、第五次の環境経営計画を策定すること。

②環境関連法規制の
　　遵守状況について

当社に関する法規等を、全て遵守していることを確認した。今後も事業上関係する法
規類は常に最新情報を把握して違反等がないようにコンプライアンス重視で取り組む
こと。

産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月30日までに知事へ報告)

保管場所の掲示板設置

発注者への書面による計画等説明、完了報告

・解体工事における解体前フロン類機器設置有無の確認、発注者
への書面説明　　　　　・第１種ﾌﾛﾝ類充填回収者への引き渡し

・特定粉塵等排出作業の伴う建設工事で特定工事に該当するか否
やを調査し発注者に書面で説明及び調査結果記録の保存、知事へ
の報告

評価項目 代表者による評価と指示

現行方針を継続する。
実施体制について 改訂の必要性

①環境目標達成状況
　　と環境経営計画
　　実施状況について

・公共工事の現場環境改善の指導により、現場での冷暖房施設の充実に伴う電力量
は増加するので、第5次の目標値設定は現況に沿う内容で作成すること。
・環境経営計画は計画通りに実施されているので次年度も継続し活動すること。

環境経営目標について 変更の必要性 2023年度の纏めが出来たら、第五次の目標値設定を行うこと

現行体制(推進組織図)を継続する。

変更の必要性

③外部からの環境に関
　　する苦情や要望な
　　どについて

・苦情などが無い事は評価できる。引き続き地域の要望及び要請には積極的に応じ参
加すること。

環境経営計画について

総合評価

エコアクション21の環境活動への取組を始めてから今年で13年が経過しました。今年
度は、ガソリン及び軽油の更なる削減を目指し、古い車両・重機を新しい燃料消費が
少ないものに順次入れ替えを行いました。しかしながら、公共工事の現場環境改善に
伴う電気の使用量は、年々増加し目標の達成が困難な状況が続いていますので次年
度は、目標の見直必要となりました。当社の抱える課題はまだまだ多いですが、これか
らも環境保全を意識し社員一丸となって、微力ながら尽力していく所存です。

Ｐ－９

④その他
　　システム全般について

特に改訂なし

環境経営方針について 改訂の必要性
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